
　　　　　　　主　　　文

一　本件訴えを却下する。
二　訴訟費用は原告の負担とする。

　　　　　　　事実及び理由

第一　当事者の求める裁判
一　請求の趣旨
１　昭和五一年三月四日に締結された別紙第一目録添付の契約書（以下「本件契約
書」という。）は、真正に成立したものでないことを確認する。
２　原告が、別紙第二目録記載の各著作物（以下「本件著作物」という。）につ
き、タイ王国において著作権を有することを確認する。
３　被告が、本件著作物の著作権について、許諾による利用権その他何らの利用権
を有しないことを確認する。
４　被告は、日本国内において、第三者に対し、本件著作物の著作権について、被
告が日本国外における独占的利用権者である旨を告げてはならず、また、本件著作
物の著作権に関して日本国外で原告と取引をすることは被告の独占的利用権を侵害
する旨を告げてはならない。
５　被告は、原告に対し、一〇〇〇万円及びこれに対する平成一〇年四月二五日か
ら支払済みまで年五分の割合による金員を支払え。
二　本案前の答弁
　主文同旨
第二　事案の概要
　本件は、原告が被告に対し、原告は本件著作物の著作権者であり、被告に対する
著作権の譲渡又は利用許諾はされていないと主張して、（１）　日本国外における
本件著作物の独占的利用権の許諾を内容とする本件契約書が真正に成立したもので
ないこと、原告が本件著作物につき著作権を有すること及び被告がこれにつき利用
権を有しないことの確認、（２）　被告による虚偽の事実の陳述又は流布の差止
め、（３）　損害賠償、を求めているのに対し、被告が、本案前の答弁として、我
が国の裁判権（国際裁判管轄）及び確認の利益を争い、訴えの却下を求めている事
案である。
一　弁論の全趣旨により明らかに認められる事実
１　原告は、劇場用映画及びテレビ用映画の製作、供給等を業とする日本国の株式
会社である。
２　被告は、タイ王国内に居住する同国籍の自然人である。
３　原告は、被告を相手方として平成九年一二月に本件著作物の利用許諾等に関す
る訴えをタイ王国の裁判所に提起し、
右訴訟は同国裁判所に係属している（以下、この訴訟を「タイ訴訟」という。）。
二　請求の原因
１　原告は、本件著作物の日本における著作権者である。また、タイ王国はベルヌ
条約の加盟国であるから、タイ王国においても本件著作物の著作権を有している。
２　被告は、本件契約書に基づいて日本以外のすべての国において本件著作物につ
き独占的利用権を取得したと主張するが、本件契約書は被告が一方向に偽造した架
空の契約書であり、真正に成立したものではないから、被告は本件著作物について
いかなる権利も取得していない。
３　ところが、被告は、タイ王国において、本件著作物の著作権者は被告であると
主張するに至り、著作権侵害を理由として、同国において原告から本件著作物につ
き利用許諾を受けている者を刑事告訴している。
４　原告は、株式会社バンダイに対して日本及び東南アジア各国における本件著作
物の商品化事業を許諾しているところ、被告は、平成九年四月、同会社に対し、本
件著作物については被告が日本国外における独占的利用権者であり、同会社が行っ
ている商品化事業は被告の独占的利用権を侵害する旨の警告書を送付し、また、そ
のころ、当時同会社と合併交渉中であった株式会社セガ・エンタープライゼスに対
しても同様の内容の警告状を送付して、原告の事業を妨害している。
５　原告は、右に述べた被告の違法な行為により、日本においても多大な業務上の
損害を被っており、その額は、本件訴訟の弁護士費用を含めて、一〇〇〇万円を下
らない。



６　よって、原告は被告に対し、本件著作物に係る著作権に基づき、前記請求の趣
旨１ないし３のとおり、本件契約書が真正に成立したものでないこと、本件著作物
につき原告がタイ王国において著作権を有すること及び被告がこれにつき利用権を
有しないことの確認を求める。また、不正競争防止法二条一項一一号、三条に基づ
き、請求の趣旨４のとおり、本件著作物の著作権につき被告が日本国外における独
占的利用権者であることなどを告知し又は流布する行為の差止めを求める。さら
に、不法行為による損害賠償として、請求の趣旨５のとおり、一〇〇〇万円及びこ
れに対する不法行為の後である平成一〇年四月二五日から支払済みまで民法所定の
年五分の割合による遅延損害金の支払を求める。
三　原告の本案前の主張
１　国際裁判管轄の存在
（一）　我が国の民訴法の規定する裁判籍のいずれかが国内にあるときは日本の国
際裁判管轄を認めるべきところ、本件においては、次のとおり、不法行為地及び財
産所在地並びに併合請求による裁判籍に基づき、国際裁判管轄が認められる。
（１）　本件契約書への署名が真正でないことは筆跡鑑定の結果から明らかであ
り、被告は本件著作物に関し何らの権利も有していない。ところが、被告は、原告
が日本及び東南アジア各国における本件著作物の利用を許諾した株式会社バンダイ
等に対し、被告は日本国外における本件著作物の独占的利用権者であり、日本国外
での本件著作物の商品化事業は被告の権利を侵害する旨の警告状を送付して、原告
の事業を妨害した。なお、右警告状には、「チャイヨ・フィルム・カンパニー・リ
ミテッド」の依頼により送付されたと記載されているところ、右名称の法人は存在
しないから、その送付を依頼したのは、本件契約書上「チャイヨ・フィルム・カン
パニー・リミテッド」の社長とされている被告というべきである。したがって、被
告が原告の取引先に警告状を送付した行為は、日本における原告の営業を妨害する
不法行為であり、結果発生地である日本がその不法行為地である。
　そして、本件の他の請求も右不法行為の請求と合理的かつ密接な関連性を有する
から、これらに関しても、併合請求の裁判籍により、日本の裁判権が認められる。
（２）　さらに、本件著作物は、日本で創作、製作、公表されたものであるから、
その財産所在地は日本であり、証拠の収集、提出その他あらゆる面からも日本で審
理されるのが当然である。また、被告の主張する本件著作物の独占的利用権も、そ
の著作権を前提とするものであるから、その財産所在地も日本と考えるべきであ
る。したがって、本件においては財産所在地に基づく国際裁判管轄も認められる。
（二）　右に加え、裁判の適正・迅速、当事者の公平等の観点に照らしても、以下
のとおり、日本の国際裁判管轄を認めるべきである。
（１）　本件契約書は、被告の主張によれば、原告の代表者が日本において被告の
面前で署名し、被告に交付したものというのであるから、これに係る証書真否確認
の訴えは、署名及び印影の真正が最大の争点であるところ、それに関する証人や資
料は日本に存在するのであって、これをタイ王国の裁判所で判断するのには大きな
困難が予想され、本件契約書の作成地である日本において審理されるのが最も適切
であり、条理にかなうといえる。したがって、本件の証書真否確認の訴えについて
は、日本の国際裁判管轄が認められる。（２）　さらに、被告は、以前日本に長期
間居住していたことがあり、その後も頻繁に来日しているから、被告を日本の裁判
所の裁判管轄権に服させたとしても、当事者間の公平という理念に何ら反するもの
でない。
（３）　なお、タイ訴訟は、原告において平成九年七月に本件訴訟を提起したもの
の被告への訴状送達に長期間を要することとなり、その間に被告が原告から本件著
作物につき利用許諾を受けた者を刑事告訴したり警察官に逮捕させたりする等、タ
イ王国における被告の行動が原告の容認できない状態になったので、同年一二月に
原告がやむを得ず提起したものであること、タイ訴訟は、被告以外の三名も共同被
告として、タイ王国での被告ほか三名の違法行為の差止め及び損害賠償を求めてい
るものであって、本件とは当事者及び訴訟物が異なること、本件契約書には日本以
外の全世界での被告の独占的利用権が規定されており、原告被告間の争いはタイ王
国だけでなく多数の国に及んでいるのに対し、タイ王国には日本の証書真否確認の
訴えに相当する制度がないため、タイ訴訟では紛争の終局的な解決が期待できない
こと、本件に関する証拠書類、証人等はすべて日本に存在することなどに照らし、
同国で訴訟が係属していることによって本件訴訟の必要性がなくなることはない。
２　確認の利益の存在
（一）　本件著作物について利用権を有するとの被告の主張は、本件契約書の存在



を根拠とするものであるから、その成立が真正でないと確認されれば、
原告被告間の争いは実質的にすべて解決されるのであって、本件の証書真否確認請
求に確認の利益が存在することは明白である。
（二）　本件契約書は、本件著作物の利用許諾についての契約書であり、著作権そ
のものの帰属について規定するものでないから、証書真否確認の請求とは関係がな
く、本件著作物の著作権が原告に属することの確認を求める請求についても確認の
利益が認められる。（三）　なお、原告は、被告が本件著作物につき利用権を有し
ないことの確認も求めているが、これは本件契約書が真正でないことの当然の帰結
であり、その真否が確認されれば原告被告間の争いが解決されるという意味におい
て、原告はこの請求について必ずしも固執するものではない。
四　被告の本案前の主張
１　国際裁判管轄の不存在
（一）　原告の請求については、次のとおり、日本国内に土地管轄があることを根
拠付ける民訴法の規定が存在しないから、本件訴えにつき我が国の裁判所の裁判権
を認めることはできない。
（１）　民訴法は証書真否確認の訴えについて管轄に関する特段の規定を置いてお
らず、被告の住所地以外に類推可能な規定は存在しないから、請求の趣旨１の請求
につき国際裁判管轄がないことは明白である。
（２）　請求の趣旨２及び３における確認の対象は、本件著作物に係るタイ王国で
の原告の著作権及び日本国外での被告の利用権であり、被告の財産の所在地は我が
国でないから、国際裁判官轄は否定される。
（３）　請求の趣旨４及び５の請求について、原告は、不法行為地を国際裁判管轄
の根拠として主張するが、不法行為地の裁判籍に関しては、被告が日本国内で不法
行為を行ったことにつき一応の証明が必要であると解すべきところ、原告の取引先
へ通知書を送付したのは「チャイヨ・フィルム・リミテッド・パートナーシップ」
であって被告ではないこと、右通知書の内容が虚偽であることについて何らの立証
もないことから、被告の原告に対する不法行為が存在しないことは明白であり、不
法行為地を根拠とする国際裁判管轄は認められない。
（二）　民訴法の土地管轄の規定の類推適用により国際裁判管轄が肯定され得る場
合でも、当事者の公平及び裁判の適正・迅速の理念に照らし、日本の裁判所に管轄
を認めるのが条理に反する特段の事情がある場合には、国際裁判管轄を否定すべき
である。本件においては、本件著作物に係るタイ王国内での著作権及びその利用権
ないしこれに関連する被告の取引活動の違法性が争点となっているタイ訴訟がタイ
王国の裁判所に係属して、本件訴訟に先行して実体審理に入っていること、タイ訴
訟は原告自らが提起したものであることと照らすと、原告被告間の紛争の解決のた
めにはタイ王国の裁判所の判断を得ることが実効的であって、裁判の適正・迅速の
理念に照らし適切であるのみならず、タイ王国の裁判所に訴訟を提起した原告の意
図に沿い、当事者の公平の理念に合致するといえる。したがって、仮に、本件につ
き民訴法の土地管轄の規定の類推適用により国際裁判管轄が肯定される余地がある
としても、右特段の事情が存在するから、本件訴えは却下されるべきである。
（三）　さらに、原告は、請求の趣旨４及び５の請求につき国際裁判管轄が肯定さ
れるから他の請求につき併合裁判籍が認められると主張するが、原告と被告の紛争
の実体は、タイ王国を含む日本国外での本件著作物の著作権の帰属ないし利用権の
有無であり、その前提の一つとして本件契約書の存在及び内容が問題となるのであ
るから、仮に、右請求につき管轄が認められるとしても、これを理由として請求の
趣旨１ないし３の請求に併合請求による管轄を肯定するのは本末転倒であり、管轄
権の濫用に当たる。
２　確認の利益の不存在
（一）　証書真否確認の訴えは、当該書面に記載されている法律関係自体の確認を
求める必要がある場合には確認の利益は認められないところ、本件においては、請
求の趣旨２及び３のとおり、原告自ら法律関係の確認なくしては紛争が解決されな
いと認めている。また、原告は平成八年七月三日付けの書面でも本件著作物に関す
る被告の権利を承認しているし、本件契約書の文言上その当事者が原告及び被告と
は異なる可能性があることからすると、原告被告間で本件契約書の成立の真正を確
認することで紛争が一回的に解決されるとはいえないから、請求の趣旨１の請求は
確認の利益を欠くものである。
（二）　請求の趣旨２の請求は、本件著作物についてのタイ王国における原告の著
作権の確認を求めるものであるが、タイ王国における著作権を日本の裁判所で確認



してもそれをタイ王国で執行するということはあり得ず、紛争解決に全く実効性を
有しないから、確認の利益はない。また、請求の趣旨３の請求についても、原告被
告間で争われているのは日本国外における本件著作物の著作権ないし利用権の帰属
であるから、右と同様に、日本の裁判所にその不存在の確認を求める利益はない。
さらに、確認の訴えは、給付判決を求めることができずかつ確認の必要性が存在す
る場合に限って認められるところ、タイ王国の裁判所に給付訴訟が係属しているこ
と自体、確認の利益の不存在を基礎付けるものである。
第三　争点に対する判断
一　本案前の主張のうち、まず、国際裁判管轄の有無の点について判断する。
１　被告が我が国に住所を有しない外国人の場合であっても、我が国と法的関連を
有する事件について我が国の国際裁判管轄を肯定すべき場合のあることは、否定し
得ないところであるが、どのような場合に我が国の国際裁判管轄を肯定すべきかに
ついては、国際的に承認された一般的な準則が存在せず、国際的慣習法の成熟も十
分ではないため、当事者間の公平や裁判の適正・迅速の理念により条理に従って決
定するのが相当である。そして、我が国の民訴法の規定する裁判籍のいずれかが我
が国内にあるときは、原則として、我が国の裁判所に提起された訴訟事件につき、
被告を我が国の裁判権に服させるのが相当であるが、我が国で裁判を行うことが当
事者間の公平、裁判の適正・迅速を期するという理念に反する特段の事情があると
認められる場合には、我が国の国際裁判管轄を否定すべきである（最高裁昭和五五
年（オ）第一三〇号同五六年一〇月一六日第二小法廷判決・民集三五巻七号一二二
四頁、最高裁平成五年（オ）第七六四号同八年六月二四日第二小法廷判決・民集五
〇巻七号一四五一頁、最高裁平成五年（オ）第一六六〇号同九年一一月一一日第三
小法廷判決・民集五一巻一〇号四〇五五頁参照）。
２　本件においては、証拠（甲一ないし四、乙一ないし三）及び弁論の全趣旨によ
り次の事実が認められる。
（一）　原告は、昭和三九年から同五〇年までの間に、映画の著作物である本件著
作物を製作し、その著作権を有するものであって、その著作権に基づいて、日本国
内及びタイ王国を含む日本国外において、自ら又は第三者に利用権を許諾して、本
件著作物についての商品化事業を行っている。
（二）　本件契約書は、別紙第一目録に添付されたとおり、日本を除くすべての国
において本件著作物を独占的に利用する権利を付与することを内容とするものであ
り、その前文に、「Ｔｓｕｂｕｒａｙａ　Ｐｒｏｄ．　ａｎｄ　Ｅｎｔｅｒｐｒｉ
ｓｅ　Ｃｏ．，Ｌｔｄ．」（株式会社円谷プロド・アンド・エンタープライズ）
が、「Ｍｒ．【Ｐ１】，Ｐｒｅｓｉｄｅｎｔ　ｏｆ　Ｃｈａｉｙｏ　Ｆｉｌｍ　Ｃ
ｏ．，Ｌｔｄ．」（チャイヨ・フィルム・カンパニー・リミテッドの社長である
【Ｐ１】氏）に対して利用権を付与する旨記載されている。また、後文には、【Ｐ
２】が「株式会社円谷プロド・アンド・エンタープライズ」を代表してその社印を
押印し、署名する旨記載され、その下に、「株式会社円谷エンタープライズ　代表
取締役【Ｐ２】」のゴム印及び同社の代表取締役印によるものと思われる印影が押
捺されているとともに、「【Ｐ２】」なる欧文文字が筆記体により手書きで署名さ
れている。
（三）　原告は、平成八年七月ころ、「チャイヨ・シティ・スタジオ・カンパニ
ー・リミテッド社長　【Ｐ１】」宛てで、同人が本件契約書に基づいてタイ王国を
含む領域で本件著作物を市場に広める独占的権利を持っていることを確認する旨の
内容の一九九六年（平成八年）七月二三日付け書簡（乙二）を送付し、被告はこれ
を受領した。
（四）　平成八年一二月ころ、香港のハルダネス法律事務所は、依頼人である「チ
ャイヨ・フィルム・カンパニー・リミテッド」の代理人として、原告から本件著作
物の利用を許諾された株式会社バンダイの東南アジアにおける子会社であるバンダ
イ・香港、バンダイ・シンガポール及びバンダイ・タイに対し、右依頼人は、昭和
五一年に締結された契約に基づいて本件著作物のキャラクターについての独占権を
有しており、バンダイの右各子会社の行為は右権利を侵害するものである旨の書簡
を送付した。
　ハルダネス法律事務所は、そのころ、バンダイの右各子会社から事情を詳細に調
査している旨の回答を得たが、その後右各子会社からの回答がされなかった。その
ため、同法律事務所は、平成九年四月、バンダイに対して、右各子会社に対して書
面を送付した事実を通知し、バンダイからの返答を求める旨の内容の一九九七年
（平成九年）四月一七日付け書簡（甲一）を送付するとともに、そのころ、当時バ



ンダイと合併交渉中であった株式会社セガ・エンタープライゼスに対して、右依頼
人が本件著作物のキャラクターについての独占権を有しており、バンダイの右各子
会社に前記の書面を送付した旨を伝える内容の同月一五日付け書簡（甲二）を交付
した。
（五）　タイ王国には、「ＣＨＡＩＹＯ　ＦＩＬＭ　ＬＩＭＩＴＥＤ　ＰＡＲＴＮ
ＥＲＳＨＩＰ」（チャイヨ・フィルム・リミテッド・パートナーシップ）なる名称
の法人は登録されているが、「Ｃｈａｉｙｏ　Ｆｉｌｍ　Ｃｏ．，Ｌｔｄ．」（チ
ャイヨ・フィルム・カンパニー・リミテッド）という法人は存在しない。
（六）　平成九年一二月一六日ころ、原告は、被告ほか三名（ツブラヤ・チャイ
ヨ・カンパニー・リミテッド、サンゲンチャイ・ペラシット及びブック・アテネ・
カンパニー・リミテッド）を相手方として、本件契約書が偽造であることを理由
に、本件著作物についての原告の著作権を侵害する行為の差止め、損害賠償等を求
めるタイ訴訟を提起した。タイ訴訟は刑事事件及び刑事に関連する民事事件とみな
されており、原告が公的仲裁を受けずに刑事裁判を提起することを選択したため、
タイ王国の裁判所は、
原告の請求が合理的なものか及び受付可能か否かを判断するための予備審問を行っ
てきた。そして、平成一〇年九月までに、原告の専務取締役である【Ｐ３】、原告
のタイ王国における代表者である【Ｐ４】及び原告の国際部部長である【Ｐ５】の
証人尋問が終了し、また、本件契約書に記載された「【Ｐ２】」なる文字が【Ｐ
２】とは別人の筆跡である旨の筆跡鑑定書が証拠として提出されていて、タイ訴訟
における予備審問の手続は、ほぼ終了した段階にある。
３　原告は、前記第二、三１のとおり、本件について不法行為地及び財産所在地に
基づき我が国の国際裁判官轄を肯定すべきであるなどと主張する。
　そこで検討するに、右認定の事実及び前記第二、一記載の事実（弁論の全趣旨に
より明らかに認められる事実）によれば、（１）　原告被告間で争いとなっている
のは、本件訴訟及びタイ訴訟のいずれにおいても、日本以外の地域において被告が
本件著作物を独占的に利用する権利を有するかどうかであること、（２）　そこで
は、原告と被告との間での独占的利用許諾契約の成否が中心的争点であるところ、
本件契約書は右契約の成否を立証する重要な書証ではあっても、原告の一九九六年
（平成八年）七月二三日付け書簡（乙二）等と共にこれを立証するための証拠資料
の一つにすぎず、原告被告間の契約関係の存否が専ら本件契約書の成立の真否のみ
に係っているということはできず、本件契約書の成立の真否を判断することにより
原告被告間の紛争が一回的に解決するということもできないこと、
（３）　本件著作物の利用に関するハルダネス法律事務所の書簡は、第一次的には
東南アジアにおけるバンダイの各子会社に対して送付されており、これらの各子会
社から実質的な内容の返答がされなかったことから、その後、同法律事務所はバン
ダイに対して、右各子会社に書簡送付した旨を通知したものであって、同法律事務
所の書簡の送付を仮に不法行為と構成し得るとしても、その主たる行為は、香港
（同法律事務所の所在地）を発信地とし、香港、タイ等の東南アジアの地（バンダ
イの右各子会社の所在地）を到達地とする各書簡の送付であって、日本国外の行為
であること（なお、セガ・エンタープライゼスは、原告から本件著作物の利用につ
いての許諾を受けた者ではなく、許諾を受けようとしていた者（原告が許諾の相手
方の候補者として交渉中の者）でもないから、同会社に対する書簡の送付が直ちに
原告に対する不法行為に該当するということはできない。）、（４）　ハルダネス
法律事務所の発送した右各書簡については、その依頼人（書簡送付の主体）とし
て、被告以外の、法人ないし法人格なき社団が存在する可能性を直ちに否定するこ
とはできないこと、（５）　本件著作物が我が国において著作されたものであると
はいっても、日本以外の国における本件著作物の利用に関しては、それぞれ当該国
における著作物に関する法規を根拠とする権利（当該国の著作権法に基づく著作
権）が問題となるものであり、これらの権利についてはその所在地が我が国にある
ということはできないこと、（６）　原告はタイ王国において自ら又は第三者に利
用権を許諾して本件著作物の商品化事業を行っているというのであるから、タイ王
国において被告を相手方として訴訟を提起し、これを遂行する能力があると認めら
れる（現に、本件訴訟提起後に原告は自ら進んでタイ訴訟を提起し、タイ訴訟は、
予備審問の手続であるとはいえ、既に証人尋問が終了し、原告の請求に対する裁判
所の判断が遠からず示される状況にある。）のに対し、被告は、タイ王国に居住す
る個人であって、日本国内に事務所等を設置して営業活動を行っているなどの事情
を認めるに足りる証拠はないから、本件訴訟に応訴することは被告にとって過大な



負担であり、右応訴を強いられるとすれば被告は重大な不利益を被ることになるこ
と、が認められる。
　これらの事情を総合すると、本件訴訟については、原告主張の不法行為地、財産
所在地の裁判籍のいずれに関しても、これを肯定することができないというべきで
ある（また、本件契約書の成立に関する確認を求める部分については、確認の利益
を欠くといえる。）。
加えて、我が国の裁判所において本件訴訟に応訴することを被告に強いることは、
当事者間の公平、裁判の適正・迅速を期するという理念に反するものであって、我
が国の国際裁判管轄を否定すべき特段の事情があることも明らかである。
二　以上によれば、本件訴訟については我が国の国際裁判管轄を否定すべきもので
あるから、その余の点につき判断するまでもなく、本件訴えはいずれも不適法とし
て却下を免れない。
　よって、主文のとおり判決する。
（口頭弁論の終結の日　平成一〇年一一月一七日）
東京地方裁判所民事第四六部
裁判長裁判官　三村量一
裁判官　長谷川浩二
裁判官　中吉徹郎

別紙第一目録
本目録に添付した契約書
＜８４６２０－００１＞

（翻訳）
株式会社円谷エンタープライズ
日本国東京都港区＜以下略＞
ＴＥＬ：△△△－△△△△
ライセンス付与契約書
本契約は、１９７６年３月４日に締結され、本契約により、日本国東京都港区＜以
下略＞に所在の株式会社円谷プロド・アンド・エンタープライズが、タイ国バンコ
ック＜以下略＞　に所在のチャイヨ・フィルム・カンパニー・リミテッドの社長で
ある【Ｐ１】氏に対し、以下の契約条項、及び契約条件でライセンスを付与するも
のとする。
第１条　以下の題名の動画及び映画
１．１　ジャイアント対ジャンボ・エース　（参照：１９７４年１０月１４日契
約、台湾フー・ロング・フィルム・カンパニー・リミテッド）
１．２　ハルマン・アンド・ザ・セブン・ウルトラマン　（参照：１９７５年２月
１９日契約、香港サザン・カンパニー・リミテッド）
１．３　ウルトラマン　１　“ウルトラＱ”　（２８本×３０分）
１．４　ウルトラマン　２　（３９本×３０分）
１．５　ウルトラマンセブン　（５０本×３０分）
１．６　帰ってきたウルトラマン　（５１本×３０分）
１．７　ウルトラマンエース　（５１×３０分）
１．８　ウルトラマンタロウ　（５４本×３０分）
１．９　ジャンボーグエース　（５０本×３０分）
第２条　契約地域及び契約期間
ネガプリントをはじめに制作した日から、日本を除く全ての国における、不特定期
間の独占権
第３条　ライセンスの範囲
本ライセンス付与契約により生ずる全ての権利は、以下のものを含みかつそれらに
限定される。
３．１　配給権
３．２　制作権
３．３　複製権
３．４　著作権
３．５　商標
３．６　ラジオ、テレビなどのあらゆるマスメディアを介した放送、および全ての
新聞による広告権



３．７　第１条記載のフイルムの制作において使用されたオリジナルのモデル及び
キャラクターについて、商業上の目的のためにする複製
３．８　上記の権利の第３者への譲渡
私、【Ｐ２】は、第１条記載の全ての動画および映画のライセンス付与について、
既に全額を受領済みであることを本契約により宣言し、ここに株式会社円谷プロ
ド・アンド・エンタープライズを代表し、その社印を押印し、署名する。
　【Ｐ２】
　（署名）
　株式会社円谷エンタープライズ
　代表取締役　【Ｐ２】　（印）

別紙第二目録
左記の各テレビ映画
一．シリーズ題名「ウルトラＱ」のうち左記の各エピソード題名のもの
　エピソード題名　脚本　監督　特技監督
１　ゴメスを倒せ！　【Ｐ６】　【Ｐ７】　【Ｐ８】
２　五郎とゴロー　【Ｐ９】　【Ｐ７】　【Ｐ１０】
３　宇宙からの贈りもの　【Ｐ９】　【Ｐ７】　【Ｐ１１】
４　マンモスフラワー　【Ｐ９】　【Ｐ１２】　【Ｐ１１】
                    　【Ｐ１２】
５　ペギラが来た！　【Ｐ１３】　【Ｐ１４】　【Ｐ１１】
６　育てよ！カメ　【Ｐ１３】　【Ｐ１５】　【Ｐ８】
７　ＳＯＳ富士山　【Ｐ９】　【Ｐ１６】　【Ｐ１７】　
                  【Ｐ６】
８　甘い蜜の恐怖　【Ｐ９】　【Ｐ１２】　【Ｐ１１】
９　クモ男爵　【Ｐ９】　【Ｐ７】　【Ｐ８】
１０　地底超特急西へ　【Ｐ１８】　【Ｐ１６】　【Ｐ１７】
                    　【Ｐ６】
１１　バルンガ　【Ｐ１９】　【Ｐ１４】　【Ｐ１１】
１２　鳥を見た　【Ｐ１３】　【Ｐ１５】　【Ｐ１１】
１３　ガラダマ　【Ｐ９】　【Ｐ７】　【Ｐ１７】
１４　東京氷河期　【Ｐ１３】　【Ｐ１４】　【Ｐ１１】
１５　カネゴンの繭　【Ｐ１３】　【Ｐ１５】　【Ｐ１７】
１６　ガラモンの逆襲　【Ｐ９】　【Ｐ１４】　【Ｐ１７】
１７　１／８計画　【Ｐ９】　【Ｐ７】　【Ｐ１０】
１８　虹の卵　【Ｐ１３】　【Ｐ２０】　【Ｐ１０】
１９　２０２０年の挑戦　【Ｐ９】　【Ｐ２０】　【Ｐ１０】　【Ｐ６】
２０　海底原人ラゴン　【Ｐ１８】　【Ｐ１４】　【Ｐ１７】　
                      【Ｐ１４】
２１　宇宙司令Ｍ７７４　【Ｐ２１】　【Ｐ２２】　【Ｐ１７】
２２　変身　【Ｐ２３】　【Ｐ１２】　【Ｐ１１】
２３　南海の怒り　【Ｐ９】　【Ｐ１４】　【Ｐ１７】
２４　ゴーガの像　【Ｐ２１】　【Ｐ１４】　【Ｐ１７】
２５　悪魔ッ子　【Ｐ２３】　【Ｐ１２】　【Ｐ１１】
２６　燃えろ栄光　【Ｐ６】　【Ｐ２２】　【Ｐ１７】
２７　２０６便消滅す　【Ｐ９】　【Ｐ１２】　【Ｐ１１】　
                      【Ｐ１８】
２８　あけてくれ！　【Ｐ２４】　【Ｐ７】　【Ｐ１１】
二．シリーズ題名「ウルトラマン」のうち左記の各エピソード題名のもの
１　ウルトラ作戦第一号　【Ｐ９】　【Ｐ７】　【Ｐ３】　
                        【Ｐ２５】
２　侵略者を撃て　【Ｐ６】　【Ｐ２０】　【Ｐ１７】
３　科特隊出撃せよ　【Ｐ１３】　【Ｐ２０】　【Ｐ１７】
４　大爆発五秒前　【Ｐ２６】　【Ｐ１４】　【Ｐ３】
５　ミロガンダの秘密　【Ｐ２７】　【Ｐ２０】　【Ｐ１７】
６　沿岸警備命令　【Ｐ１３】　【Ｐ１４】　【Ｐ３】
７　バラージの青い石　【Ｐ９】　【Ｐ１４】　【Ｐ３】　【Ｐ２６】
８　怪獣無法地帯　【Ｐ９】　【Ｐ７】　【Ｐ３】



               　【Ｐ２１】
９　電光石火作戦　【Ｐ１３】　【Ｐ１４】　【Ｐ３】
１０　謎の恐竜基地　【Ｐ９】　【Ｐ２２】　【Ｐ３】
１１　宇宙から来た暴れん坊　【Ｐ２８】　【Ｐ２２】　【Ｐ３】
１２　ミイラの叫び　【Ｐ２７】　【Ｐ７】　【Ｐ３】
１３　オイルＳＯＳ　【Ｐ９】　【Ｐ７】　【Ｐ３】
１４　真珠貝防衛指令　【Ｐ２９】　【Ｐ３０】　【Ｐ３】
１５　恐怖の宇宙線　【Ｐ２９】　【Ｐ３０】　【Ｐ３】
１６　科特隊宇宙へ　【Ｐ６】　【Ｐ２０】　【Ｐ３】
１７　無限へのパスポート　【Ｐ２７】　【Ｐ２０】　【Ｐ３】
１８　遊星から来た兄弟　【Ｐ９】　【Ｐ１４】　【Ｐ３】　
                        【Ｐ２６】
１９　悪魔はふたたび　【Ｐ１３】　【Ｐ１４】　【Ｐ３】　
                      【Ｐ２６】
２０　恐怖のルート８７　【Ｐ９】　【Ｐ３１】　【Ｐ３】
２１　噴煙突波せよ　【Ｐ３２】　【Ｐ３１】　【Ｐ３】
２２　地上破壊工作　【Ｐ２９】　【Ｐ３０】　【Ｐ３】
２３　故郷は地球　【Ｐ２９】　【Ｐ３０】　【Ｐ３】
２４　海底科学基地　【Ｐ２７】　【Ｐ２０】　【Ｐ３】
２５　怪彗星ツイフォン　【Ｐ３３】　【Ｐ２０】　【Ｐ３】
２６　怪獣殿下（前編）　【Ｐ９】　【Ｐ７】　【Ｐ３】　
                        【Ｐ３３】
２７　怪獣殿下（後編）　【Ｐ９】　【Ｐ７】　【Ｐ３】　
                        【Ｐ３３】
２８　人間標本５・６　【Ｐ１３】　【Ｐ１４】　【Ｐ３】
２９　地底への挑戦　【Ｐ９】　【Ｐ１４】　【Ｐ３】
                  　【Ｐ２６】
３０　まぼろしの雪山　【Ｐ９】　【Ｐ３１】　【Ｐ３】
３１　来たのは誰だ　【Ｐ３２】　【Ｐ３１】　【Ｐ３】
３２　果てしなき逆襲　【Ｐ２７】　【Ｐ３４】　【Ｐ３】
３３　禁じられた言葉　【Ｐ９】　【Ｐ３４】　【Ｐ３】
３４　空の贈り物　【Ｐ２９】　【Ｐ３０】　【Ｐ３】
３５　怪獣墓場　【Ｐ２９】　【Ｐ３０】　【Ｐ３】
３６　撃つな！アラシ　【Ｐ１３】　【Ｐ２２】　【Ｐ３】
３７　小さな英雄　【Ｐ９】　【Ｐ２２】　【Ｐ１０】
３８　宇宙船救助命令　【Ｐ２１】　【Ｐ７】　【Ｐ１０】
３９　さらばウルトラマン　【Ｐ９】　【Ｐ７】　【Ｐ３】
三．シリーズ題名「ウルトラセブン」のうち左記の各エピソード題名のもの
１　姿なき挑戦者　【Ｐ９】　【Ｐ７】　【Ｐ３】
２　緑の恐怖　【Ｐ９】　【Ｐ１４】　【Ｐ３】
３　湖のひみつ　【Ｐ９】　【Ｐ１４】　【Ｐ３】
４　マックス号応答せよ　【Ｐ９】　【Ｐ２２】　【Ｐ１０】　
                        【Ｐ１３】
５　消された時間　【Ｐ３５】　【Ｐ７】　【Ｐ３】
６　ダーク・ゾーン　【Ｐ３３】　【Ｐ２２】　【Ｐ１０】
７　宇宙囚人３０３　【Ｐ９】　【Ｐ３４】　【Ｐ１７】
８　狙われた街　【Ｐ９】　【Ｐ３０】　【Ｐ３６】
９　アンドロイド０指令　【Ｐ２１】　【Ｐ２２】　【Ｐ１７】
１０　怪しい隣人　【Ｐ３３】　【Ｐ３４】　【Ｐ１７】
１１　魔の山へ飛べ　【Ｐ９】　【Ｐ２２】　【Ｐ１７】
１２　遊星より愛をこめて　【Ｐ２９】　【Ｐ３０】　【Ｐ３６】
１３　Ｖ３から来た男　【Ｐ３７】　【Ｐ３４】　【Ｐ３】
１４　ウルトラ警備隊西へ（前編）　【Ｐ９】　【Ｐ２２】　【Ｐ３】
１５　ウルトラ警備隊西へ（後編）　【Ｐ９】　【Ｐ２２】　【Ｐ３】
１６　闇に光る目　【Ｐ２７】　【Ｐ３４】　【Ｐ３】
１７　地底ＧＯ！ＧＯ！ＧＯ！　【Ｐ２１】　【Ｐ７】　【Ｐ３６】
１８　空間Ｘ脱出　【Ｐ９】　【Ｐ７】　【Ｐ３６】
１９　プロジェクト・ブルー　【Ｐ２６】　【Ｐ１４】　【Ｐ１７】



２０　地震源Ｘを倒せ　【Ｐ３３】　【Ｐ１４】　【Ｐ１７】
２１　海底基地を追え　【Ｐ３８】　【Ｐ３４】　【Ｐ３６】
２２　人間牧場　【Ｐ１８】　【Ｐ３４】　【Ｐ３６】
２３　明日を捜せ　【Ｐ２６】　【Ｐ１４】　【Ｐ１７】　
                  【Ｐ２１】
２４　北へ還れ！　【Ｐ３７】　【Ｐ２２】　【Ｐ３】
２５　零下１４０度の対決　【Ｐ９】　【Ｐ２２】　【Ｐ３】
２６　超兵器Ｒ１号　【Ｐ３３】　【Ｐ３４】　【Ｐ１７】
２７　サイボーグ作戦　【Ｐ２７】　【Ｐ３４】　【Ｐ１７】
２８　７００キロを突っ走れ！！　【Ｐ２１】　【Ｐ２２】　【Ｐ３】
２９　ひとりぼっちの地球人　【Ｐ３７】　【Ｐ２２】　【Ｐ３】
３０　栄光は誰れのために　【Ｐ２７】　【Ｐ３４】　【Ｐ１７】
３１　悪魔の住む花　【Ｐ２１】　【Ｐ３４】　【Ｐ１７】
３２　必殺の０・１秒　【Ｐ１８】　【Ｐ１４】　【Ｐ３】
３３　散歩する惑星　【Ｐ１３】　【Ｐ１４】　【Ｐ３】
                  　【Ｐ２１】
３４　侵略する死者たち　【Ｐ２１】　【Ｐ７】　【Ｐ３】
３５　蒸発都市　【Ｐ９】　【Ｐ７】　【Ｐ３】
３６　月世界の戦慄　【Ｐ３７】　【Ｐ３４】　【Ｐ３】
３７　盗まれたウルトラ・アイ　【Ｐ３７】　【Ｐ３４】　【Ｐ３】
３８　勇気ある戦い　【Ｐ２９】　【Ｐ２０】　【Ｐ３】
３９　セブン暗殺計画（前編）　【Ｐ２７】　【Ｐ２０】　【Ｐ３】
４０　セブン暗殺計画（後編）　【Ｐ２７】　【Ｐ２０】　【Ｐ３】
４１　水中からの挑戦　【Ｐ３３】　【Ｐ２２】　【Ｐ３】
４２　ノンマルトの使者　【Ｐ９】　【Ｐ２２】　【Ｐ３】
４３　第四惑星の悪夢　【Ｐ３９】　【Ｐ３０】　【Ｐ３】　
                      【Ｐ２１】
４４　円盤が来た　【Ｐ３９】　【Ｐ３０】　【Ｐ３】
                　【Ｐ２１】
４５　恐怖の超猿人　【Ｐ２１】　【Ｐ３４】　【Ｐ３６】
                  　【Ｐ３７】　
４６　ダン対セブンの決闘　【Ｐ２１】　【Ｐ３４】　【Ｐ３６】
                        　【Ｐ３７】
４７　あなたはだあれ？　【Ｐ２１】　【Ｐ４０】　【Ｐ１７】
４８　史上最大の侵略（前編）　【Ｐ９】　【Ｐ２２】　【Ｐ３】
４９　史上最大の侵略（後編）　【Ｐ９】　【Ｐ２２】　【Ｐ３】
四．シリーズ題名「帰ってきたウルトラマン」のうちの左記の各エピソード題名の
もの
１　怪獣総進撃　【Ｐ２１】　【Ｐ４１】　【Ｐ３】
２　タッコング大逆襲　【Ｐ２１】　【Ｐ４１】　【Ｐ３】
３　恐怖の怪獣境　【Ｐ２１】　【Ｐ４２】　【Ｐ３】
４　必殺！流星キック　【Ｐ２１】　【Ｐ４２】　【Ｐ３】
５　二大怪獣東京を襲撃　【Ｐ２１】　【Ｐ４３】　【Ｐ３】
６　決戦！怪獣対マット　【Ｐ２１】　【Ｐ４３】　【Ｐ３】
７　怪獣レインボー作戦　【Ｐ２１】　【Ｐ４１】　【Ｐ３】
８　怪獣時限爆弾　【Ｐ４４】　【Ｐ４２】　【Ｐ３】
９　怪獣島ＳＯＳ　【Ｐ４５】　【Ｐ４１】　【Ｐ３】
１０　恐竜爆破指令　【Ｐ２１】　【Ｐ４２】　【Ｐ３】
１１　毒ガス怪獣出現　【Ｐ９】　【Ｐ４６】　【Ｐ３】
１２　怪獣シュガロンの復讐　【Ｐ２１】　【Ｐ４６】　【Ｐ３】
１３　津波怪獣の恐怖・東京大ピンチ！　【Ｐ２１】　【Ｐ４３】　【Ｐ４７】
１４　二大怪獣の恐怖　東京大龍巻　【Ｐ２１】　【Ｐ４３】　【Ｐ４７】
１５　怪獣少年の復讐　【Ｐ４４】　【Ｐ４８】　【Ｐ３】
１６　大怪鳥テロチルスの謎　【Ｐ２１】　【Ｐ４８】　【Ｐ３】
１７　怪鳥テロチルス東京大空爆　【Ｐ２１】　【Ｐ４８】　【Ｐ３】
１８　ウルトラセブン参上！　【Ｐ３７】　【Ｐ４６】　【Ｐ４７】
１９　宇宙から来た透明大怪獣　【Ｐ２１】　【Ｐ４６】　【Ｐ４７】
２０　怪獣は宇宙の流れ星　【Ｐ４９】　【Ｐ４２】　【Ｐ３】



２１　怪獣チャンネル　【Ｐ３７】　【Ｐ４２】　【Ｐ３】
２２　この怪獣は俺が殺る　【Ｐ３７】　【Ｐ４８】　【Ｐ４７】
２３　暗殺怪獣星を吐け！　【Ｐ４９】　【Ｐ４８】　【Ｐ４７】
２４　戦慄！マンション怪獣誕生　【Ｐ２１】　【Ｐ４３】　【Ｐ３６】
２５　ふるさと地球を去る　【Ｐ３７】　【Ｐ４３】　【Ｐ３６】
２６　怪奇！殺人甲虫事件　【Ｐ２１】　【Ｐ４２】　【Ｐ３】
２７　この一発で地獄へ行け！　【Ｐ３７】　【Ｐ４２】　【Ｐ３】
２８　ウルトラ特攻大作戦　【Ｐ３０】　【Ｐ４８】　【Ｐ４７】
２９　次郎くん怪獣に乗る　【Ｐ４４】　【Ｐ４８】　【Ｐ４７】
３０　呪いの骨神オクスター　【Ｐ４９】　【Ｐ５０】　【Ｐ３】
３１　悪魔と天使の間に……　【Ｐ３７】　【Ｐ５０】　【Ｐ３】
３２　落日の決闘　【Ｐ６】　【Ｐ３６】　【Ｐ３６】
３３　怪獣使いと少年　【Ｐ２１】　【Ｐ５１】　【Ｐ３６】
３４　許されざるいのち　【Ｐ４９】　【Ｐ４８】　【Ｐ４７】
                      （【Ｐ５２】）
３５　残酷！光怪獣プリズ魔　【Ｐ５３】　【Ｐ４８】　【Ｐ４７】
３６　夜を蹴ちらせ　【Ｐ４９】　【Ｐ４２】　【Ｐ４７】
３７　ウルトラマン　夕陽に死す　【Ｐ２１】　【Ｐ４３】　【Ｐ３６】
３８　ウルトラの星　光る時　【Ｐ２１】　【Ｐ４３】　【Ｐ３６】
　真冬の怪談シリーズ
３９　２０世紀の雪男　【Ｐ４４】　【Ｐ４２】　【Ｐ５４】
　真冬の怪談シリーズ
４０　まぼろしの雪女　【Ｐ４９】　【Ｐ４２】　【Ｐ５４】
４１　バルタン星人Ｊｒの復讐　【Ｐ５５】　【Ｐ５６】　【Ｐ４７】
４２　富士に立つ怪獣　【Ｐ４９】　【Ｐ５６】　【Ｐ４７】
４３　魔神月に咆える　【Ｐ４９】　【Ｐ４２】　【Ｐ５４】
４４　星空に愛をこめて　【Ｐ４４】　【Ｐ４２】　【Ｐ５４】
４５　郷秀樹を暗殺せよ！　【Ｐ５７】　【Ｐ４６】　【Ｐ４７】
４６　この一撃に怒りをこめて　【Ｐ４４】　【Ｐ４６】　【Ｐ４７】
４７　狙われた女　【Ｐ４９】　【Ｐ５６】　【Ｐ５４】
４８　地球頂きます！　【Ｐ２４】　【Ｐ５６】　【Ｐ５４】
４９　宇宙戦士その名はＭＡＴ　【Ｐ４５】　【Ｐ５８】　【Ｐ５４】
５０　地獄からの誘い　【Ｐ５７】　【Ｐ５８】　【Ｐ５４】
５１　ウルトラ５つの誓い　【Ｐ２１】　【Ｐ４１】　【Ｐ５４】
五．　シリーズ題名「ウルトラマンＡ（エース）」のうちの左記の各エピソード題
名のもの
１　輝け！ウルトラ五兄弟　【Ｐ３７】　【Ｐ４２】・【Ｐ２２】　【Ｐ４７】
２　大怪獣を超えてゆけ！　【Ｐ２１】　【Ｐ４２】・【Ｐ２２】　【Ｐ４７】
３　燃えろ！超獣地獄　【Ｐ４４】　【Ｐ４８】　【Ｐ４７】
４　３億年超獣出現！　【Ｐ３７】　【Ｐ４８】　【Ｐ４７】
５　大蟻超獣対ウルトラ兄弟　【Ｐ２１】　【Ｐ５０】　【Ｐ５９】
６　変身超獣の謎を追え！　【Ｐ４４】　【Ｐ５０】　【Ｐ５９】
７　怪獣対超獣対宇宙人　【Ｐ３７】　【Ｐ４２】　【Ｐ４７】
８　太陽の命　エースの命　【Ｐ２１】　【Ｐ４２】　【Ｐ４７】
９　超獣１０万匹！奇襲計画　【Ｐ３７】　【Ｐ４８】　【Ｐ６０】
１０　決戦！エース対郷秀樹　【Ｐ４４】　【Ｐ４８】　【Ｐ６０】
１１　超獣は１０人の女？　【Ｐ２１】　【Ｐ６１】　【Ｐ４７】
１２　サボテン地獄の赤い花　【Ｐ２１】　【Ｐ６１】　【Ｐ４７】
１３　死刑！ウルトラ５兄弟　【Ｐ４４】　【Ｐ６２】　【Ｐ４７】
１４　銀河に散った５つの星　【Ｐ３７】　【Ｐ６２】　【Ｐ４７】
　夏の怪奇シリーズ
１５　黒い蟹の呪い　【Ｐ４４】　【Ｐ４８】　【Ｐ６０】
　夏の怪奇シリーズ
１６　怪談・牛神男　【Ｐ４９】　【Ｐ４８】　【Ｐ６０】
　夏の怪奇シリーズ
１７　怪談ほたるヶ原の鬼女　【Ｐ２１】　【Ｐ５０】　【Ｐ３】
１８　鳩を返せ！　【Ｐ４４】　【Ｐ５０】　【Ｐ３】
１９　河童屋敷の謎　【Ｐ５７】　【Ｐ４２】　【Ｐ４７】



２０　青春の星・ふりの星　【Ｐ４４】　【Ｐ４２】　【Ｐ４７】
２１　天女の幻を見た！　【Ｐ４９】　【Ｐ４８】　【Ｐ６３】
２２　復讐鬼ヤプール　【Ｐ２１】　【Ｐ４８】　【Ｐ６３】
２３　逆転！ゾフィ只今参上　【Ｐ５０】　【Ｐ５０】　【Ｐ３】
２４　見よ！真夜中の大変身　【Ｐ６１】・【Ｐ５０】　【Ｐ５０】　【Ｐ３】
２５　ピラミッドは超獣の巣だ！　【Ｐ５７】　【Ｐ４２】　【Ｐ６３】
２６　全滅！ウルトラ５兄弟　【Ｐ４４】　【Ｐ４２】　【Ｐ６３】
２７　奇跡！ウルトラの父　【Ｐ４４】　【Ｐ４２】　【Ｐ６３】
２８　さようなら夕子よ、月の妹よ　【Ｐ４９】　【Ｐ４８】　【Ｐ４７】
２９　ウルトラ６番目の弟　【Ｐ５５】　【Ｐ４８】　【Ｐ４７】
３０　君にも見えるウルトラの星　【Ｐ４４】　【Ｐ６４】　【Ｐ６３】
３１　セブンからエースの手に　【Ｐ１３】　【Ｐ６４】　【Ｐ６３】
３２　ウルトラの星に祈りを込めて　【Ｐ４４】　【Ｐ４２】　【Ｐ４７】
３３　あの気球船を撃て！　【Ｐ４９】　【Ｐ４２】　【Ｐ４７】
３４　海の虹に超獣が踊る　【Ｐ５５】　【Ｐ６５】　【Ｐ３】
３５　ゾフィからの贈りもの　【Ｐ６６】　【Ｐ６７】　【Ｐ３】
３６　この超獣１０，０００ホーン？　【Ｐ５５】　【Ｐ４２】　【Ｐ６８】
３７　友情の星よ永遠に　【Ｐ６９】　【Ｐ４２】　【Ｐ６８】
３８　復活！ウルトラの父　【Ｐ４９】　【Ｐ４８】　【Ｐ３】
３９　セブンの命！エースの命！　【Ｐ４４】　【Ｐ４８】　【Ｐ３】
４０　パンダを返して！　【Ｐ４４】　【Ｐ３４】　【Ｐ６３】
　冬の怪奇シリーズ
４１　怪談！獅子太鼓　【Ｐ４９】　【Ｐ３４】　【Ｐ６３】
　冬の怪奇シリーズ
４２　神秘！怪獣ウーの復讐　【Ｐ４４】　【Ｐ７０】　【Ｐ３】
　冬の怪奇シリーズ
４３　怪談！雪男の叫び　【Ｐ４９】　【Ｐ７０】　【Ｐ３】
４４　節分怪談！光る豆　【Ｐ６９】　【Ｐ４２】　【Ｐ４７】
４５　大ピンチ！エースを救え！　【Ｐ４９】　【Ｐ４２】　【Ｐ４７】
４６　タイムマシンを乗り越えろ！　【Ｐ４９】　【Ｐ６７】　【Ｐ６０】
４７　山椒魚の呪い　【Ｐ４９】・【Ｐ７１】　【Ｐ６７】　【Ｐ６０】
４８　ベロクロンの復讐　【Ｐ３７】　【Ｐ７２】　【Ｐ６０】
４９　空飛ぶクラゲ　【Ｐ４９】　【Ｐ７２】　【Ｐ６０】
５０　東京大混乱！狂った信号　【Ｐ４９】　【Ｐ７３】　【Ｐ７４】
５１　命を吸う音　【Ｐ４９】　【Ｐ４２】　【Ｐ３】
５２　明日のエースは君だ！　【Ｐ３７】　【Ｐ４２】　【Ｐ３】
六．シリーズ題問「ウルトラマンタロウ」のうちの左記の各エピソード題名のもの
１　ウルトラの母は太陽のように　【Ｐ４４】　【Ｐ４８】　【Ｐ４７】
２　その時ウルトラの母は　【Ｐ４４】　【Ｐ４８】　【Ｐ７５】
３　ウルトラの母はいつまでも　【Ｐ４４】　【Ｐ４８】　【Ｐ７５】
４　大海亀怪獣東京を襲う！　【Ｐ２１】　【Ｐ６２】　【Ｐ７６】
５　親星子星一番星　【Ｐ２１】　【Ｐ６２】　【Ｐ７６】
６　宝石は怪獣の餌だ！　【Ｐ４４】　【Ｐ４２】　【Ｐ６３】
７　天国と地獄島が動いた！　【Ｐ４９】　【Ｐ４２】　【Ｐ６３】
８　人喰い沼の人魂　【Ｐ４４】　【Ｐ６４】　【Ｐ７５】
９　東京の崩れる日　【Ｐ４９】　【Ｐ６４】　【Ｐ７５】
                  （【Ｐ７７】）
１０　牙の十字架は怪獣の墓場だ！　【Ｐ７８】　【Ｐ４８】　【Ｐ５９】
１１　血を吸う花は少女の精　【Ｐ７８】　【Ｐ４８】　【Ｐ５９】
１２　怪獣ひとり旅　【Ｐ４４】　【Ｐ７３】　【Ｐ７５】
１３　怪獣の虫歯が痛い！　【Ｐ４４】　【Ｐ７３】　【Ｐ７５】
１４　タロウの首がすっ飛んだ！　【Ｐ４９】　【Ｐ４８】　－－－－
１５　青い狐火の少女　【Ｐ５７】　【Ｐ４２】　【Ｐ５９】
１６　怪獣の笛がなる　【Ｐ４４】　【Ｐ４２】　【Ｐ５９】
１７　２大怪獣タロウに迫る！　【Ｐ４４】　【Ｐ７３】　【Ｐ７９】
１８　タロウが死んだ！ゾフィも死んだ！　【Ｐ４４】　【Ｐ７３】　【Ｐ７９】
１９　ウルトラの母愛の奇跡！　【Ｐ４４】　【Ｐ７３】　【Ｐ７９】
２０　びっくり！怪獣が降ってきた　【Ｐ４９】　【Ｐ７５】　【Ｐ４８】



２１　東京ニュータウン沈没　【Ｐ４４】　【Ｐ７５】　【Ｐ４８】
                        　（【Ｐ８０】）
２２　子連れ怪獣の怒り！　【Ｐ８１】　【Ｐ４２】　【Ｐ５９】
２３　やさしい怪獣お父さん！　【Ｐ４９】　【Ｐ４２】　【Ｐ５９】
２４　これがウルトラの国だ！　【Ｐ４４】　【Ｐ４８】　【Ｐ４７】
２５　燃えろ！ウルトラ６兄弟　【Ｐ４４】　【Ｐ４８】　【Ｐ４７】
２６　僕にも怪獣は退治できる！　【Ｐ８２】　【Ｐ７３】　【Ｐ７９】
２７　出た！メフィラス星人だ！　【Ｐ８１】　【Ｐ７３】　【Ｐ７９】
２８　怪獣エレキング満月に吼える！　【Ｐ４９】　【Ｐ８３】　【Ｐ４８】
２９　ベムスター復活！タロウ絶体絶命！　【Ｐ４４】　【Ｐ７５】　【Ｐ３】
３０　逆襲！怪獣軍団　【Ｐ４４】　【Ｐ７５】　【Ｐ３】
３１　あぶない！嘘つき毒きのこ　【Ｐ８４】　【Ｐ４２】　【Ｐ７３】
３２　木枯し怪獣！風の又三郎　【Ｐ８２】　【Ｐ４２】　【Ｐ７３】
３３　ウルトラの国大爆発５秒前！　【Ｐ２９】　【Ｐ５０】　【Ｐ７５】
３４　ウルトラ６兄弟最後の日！　【Ｐ２９】　【Ｐ５０】　【Ｐ７５】
３５　必殺！タロウ怒りの一撃！　【Ｐ４４】　【Ｐ７３】　【Ｐ８３】
３６　ひきょうもの！花嫁は泣いた　【Ｐ８２】　【Ｐ７３】　【Ｐ８３】
３７　怪獣よ故郷へ帰れ！　【Ｐ４９】　【Ｐ４２】　【Ｐ３６】
３８　ウルトラのクリスマスツリー　【Ｐ４４】　【Ｐ４２】　【Ｐ３６】
３９　ウルトラ父子餅つき大作戦！　【Ｐ４９】　【Ｐ４８】　【Ｐ７５】
４０　ウルトラ兄弟を超えてゆけ！　【Ｐ４４】　【Ｐ４８】　【Ｐ７５】
４１　母の願い真冬の桜吹雪！　【Ｐ８２】　【Ｐ７３】　【Ｐ８３】
４２　幻の母は怪獣使い！　【Ｐ８４】　【Ｐ７３】　【Ｐ８３】
４３　怪獣を塩漬にしろ！　【Ｐ８２】　【Ｐ５０】　【Ｐ８５】
４４　あっ！タロウが食べられる！　【Ｐ４４】　【Ｐ５０】　【Ｐ８５】
　日本の童謡から
４５　赤い靴はいてた…　【Ｐ８２】　【Ｐ４２】　【Ｐ８６】
　日本の童謡から
４６　白い兎は悪い奴！　【Ｐ４９】　【Ｐ４２】　【Ｐ８６】
　日本の童謡から
４７　怪獣大将　【Ｐ８２】　【Ｐ４８】　【Ｐ３６】
　日本童謡から
４８　怪獣ひなまつり　【Ｐ８２】　【Ｐ４８】　【Ｐ３６】
４９　歌え！怪獣ビッグマッチ　【Ｐ４９】　【Ｐ８７】　【Ｐ８６】
５０　怪獣サインはＶ　【Ｐ８２】　【Ｐ８７】　【Ｐ８６】
５１　ウルトラの父と花嫁が来た！　【Ｐ８２】　【Ｐ４２】　【Ｐ３６】
５２　ウルトラの命を盗め！　【Ｐ４９】　【Ｐ４２】　【Ｐ３６】
５３　さらばタロウよ！ウルトラの母よ！　【Ｐ４４】　【Ｐ４２】　【Ｐ３６】
七．シリーズ題名「ジャンボーグエース」のうちの左記の各エピソード題名のもの
１　エメラルド星からの贈り物　【Ｐ１８】　【Ｐ８８】　【Ｐ８６】
２　大逆襲！アンチゴーネ　【Ｐ１８】　【Ｐ８８】　【Ｐ８６】
３　倒せ怪獣・ジャンファイト　【Ｐ４４】　【Ｐ５１】　【Ｐ３】
４　危うし！ジャンボーグＡ　【Ｐ４４】　【Ｐ５１】　【Ｐ８６】
５　叫べナオキ！いまだ　【Ｐ８９】　【Ｐ６４】　【Ｐ８６】
６　絶望！売られたジャンセスナ　【Ｐ８９】　【Ｐ８８】　【Ｐ８６】
７　立て！孤独の英雄ナオキ　【Ｐ１８】　【Ｐ５１】　【Ｐ３】
８　夕陽に唄え！トランペッター　【Ｐ１８】　【Ｐ５１】　【Ｐ３】
９　絶体絶命！ジャンボーグＡ　【Ｐ４４】　【Ｐ６５】　【Ｐ８６】
１０　響け！戦いのトランペット　【Ｐ４４】　【Ｐ６５】　【Ｐ８６】
１１　壮烈！涙の一撃　【Ｐ８９】　【Ｐ３４】　【Ｐ３】
１２　大阪に死す！ジャンボーグＡ　【Ｐ１８】　【Ｐ３４】　【Ｐ３】
１３　甦れ今！ジャンボーグＡ　【Ｐ１８】　【Ｐ３４】　【Ｐ３】
１４　恐怖！夜空に舞う地獄花　【Ｐ１８】　【Ｐ５１】　【Ｐ８６】
１５　嵐を呼ぶマッドコーネ　【Ｐ８９】　【Ｐ５１】　【Ｐ８６】
１６　怪奇！魔女怪獣現る　【Ｐ１８】　【Ｐ３４】　【Ｐ５４】
１７　エメラルド星から来たカイン　【Ｐ８９】　【Ｐ５１】　【Ｐ３】
１８　恐怖！アントロンの罠　【Ｐ４４】　【Ｐ３４】　【Ｐ５４】
１９　危うし！死の水爆ミサイル　【Ｐ１８】　【Ｐ５１】　【Ｐ３】



２０　ポンコツ自動車の大反乱！　【Ｐ１８】　【Ｐ８８】　【Ｐ８６】
２１　怪奇！宇宙の怪獣墓場　【Ｐ８９】　【Ｐ８８】　【Ｐ８６】
２２　ＰＴＡ全滅作戦！！　【Ｐ４４】　【Ｐ８８】　【Ｐ８６】
２３　祭りだ！おみこし大変身　【Ｐ１８】　【Ｐ５１】　【Ｐ３】
２４　死闘！海底秘密基地　【Ｐ８９】　【Ｐ５１】　【Ｐ３】
２５　グロース第１号作戦　【Ｐ８９】・【Ｐ９０】　【Ｐ９１】　【Ｐ８６】
　チビッコどもを改造せよ
２６　グロース第２号作戦　【Ｐ１８】　【Ｐ９１】　【Ｐ８６】
　謎！ノンビリンゴンの正体
２７　グロース第３号作戦　【Ｐ４４】　【Ｐ８８】　【Ｐ３】・【Ｐ９２】
　ジャンボーグＡ－２号誕生・その名はジャン９
２８　グロース第４号作戦　【Ｐ４４】　【Ｐ８８】　【Ｐ３】・【Ｐ９２】
　復活！ジャンボーグＡ
２９　グロース第５号作戦　【Ｐ８９】　【Ｐ５１】　【Ｐ８６】
　にせジャンボーグＡを送りこめ！
３０　エースとナインを処刑せよ！　【Ｐ８９】　【Ｐ５１】　【Ｐ８６】
３１　氷の地獄をつっ走れ！　【Ｐ１８】　【Ｐ８８】　【Ｐ３】
３２　大爆発マッドゴーネの最後　【Ｐ８９】　【Ｐ８８】　【Ｐ３】
３３　サンタが悪魔の鈴鳴らす　【Ｐ８９】　【Ｐ６４】　【Ｐ８６】
３４　死神からの殺人予告電話　【Ｐ１８】　【Ｐ６４】　【Ｐ８６】
３５　怪奇！死の黄金怪獣　【Ｐ３３】　【Ｐ８８】　【Ｐ３】
３６　戦え！ナイン・夢よべ！エース　【Ｐ４４】　【Ｐ８８】　【Ｐ３】
３７　出現！恐怖の怪鳥エレキバード　【Ｐ８９】　【Ｐ５１】　【Ｐ８６】
３８　サイボーグコマンドを倒せ！　【Ｐ１８】　【Ｐ５１】　【Ｐ８６】
３９　大奮戦！バモスⅠ世・バモスⅡ世　【Ｐ１８】　【Ｐ３６】　【Ｐ３６】
４０　泣き叫ぶドクロ湖の恐怖　【Ｐ１８】　【Ｐ３６】　【Ｐ３６】
４１　宇宙魔女ババラスのロボット作戦　【Ｐ８９】　【Ｐ５１】　【Ｐ９２】
４２　宇宙魔女ババラスの大逆襲　【Ｐ８９】　【Ｐ５１】　【Ｐ９２】
４３　殺し屋ロボット必殺の罠　【Ｐ８９】　【Ｐ８８】　【Ｐ８６】
４４　妖怪ロボット・地獄の鏡　【Ｐ８９】　【Ｐ８８】　【Ｐ８６】
４５　吠える昆虫怪獣・砂地獄　【Ｐ８９】・【Ｐ９３】　【Ｐ６４】　【Ｐ３
６】
４６　サタンゴーネ最後の大進撃！　【Ｐ３３】　【Ｐ６４】　【Ｐ３６】
４７　死闘！エース対ナイン？　【Ｐ１８】　【Ｐ５１】　【Ｐ８６】
４８　デモンゴーネ恐怖のゴールド・ヘアー　【Ｐ３３】　【Ｐ５１】　【Ｐ８
６】
４９　謎！デモンの呪文が時を裂く　【Ｐ１８】　【Ｐ３６】　【Ｐ９２】
５０　トウキョウ最後の日　【Ｐ１８】　【Ｐ３６】　【Ｐ９２】


